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営
戦
略
や
収
益
計
画
を
周
知
沢

山
闇
投
資
家
向
け
会
社
説
明
会
金

銀
種
２
日
、
喪
｜
麗
簸
鶯
灘
灘
｜
帯
樹
戻
っ
て
薯
い
る
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ア
パ
グ
ル
ー
プ
で
マ
ン
シ

ョ
ン
麹
合
管
麹
の
ア
パ
コ
ミ

ュ
ニ
ー
ア
イ
（
本
部
・
東
京
都

鯖
宿
区
舂
久
井
町
２
）
が
画

麺
す
更
新
鰯
市
中
央
区
の

「
Ａ
Ｐ
Ａ
ガ
ー
デ
ン
コ
ー
ト

新
潟
駅
前
」
の
第
２
噸
改
修

エ
率
琿
東
亜
合
成
玉
店

・
東
京
都
港
区
西
新
掴
１
１

１
４
１
」
が
開
輌
塁
侘

ハ
イ
ソ
リ
ッ
ド
ア
ク
リ
ル
ウ

レ
タ
ン
系
タ
イ
ル
懇
り
仕
上

げ
外
壁
用
改
修
エ
法
幻
ク
リ

ア
ウ
オ
ー
ル
“
が
採
用
ざ
れ

穐
函
エ
は
茂
輿
栗
薪
鯛

市
中
央
区
霊
錘
町
３
２
霊
地

喬
楓
某
圏
社
基
『
池
エ
臨

珂
は
シ
ー
ル
（
加
麟
新
一
社

邑
が
沮
鐵

タ
イ
ル
麺
り
仕
上
げ
外
壁

は
剛
爽
紫
外
鰯
、
鰯
な
ど

の
各
繭
劣
化
要
因
の
影
容
に

よ
り
、
築
錘
１
０
年
穏
広
が

施
工
は
茂
興
業
（
新
潟
）
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鍋
麺
す
る
罠
タ
イ
ル
や
タ

イ
ル
目
地
の
ひ
び
割
れ
、
眼

付
け
モ
ル
タ
ル
の
浮
買
タ

イ
ル
目
地
部
の
中
性
化
な
ど

が
発
生
。
放
巨
す
れ
ば
爾

水
、
鹸
筋
臨
冥
タ
イ
ル
・

モ
ル
タ
ル
の
は
く
落
と
い
っ

た
間
囮
が
発
生
す
る
花
壇

定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

不
可
欠
毎
句

ア
パ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
し

て
全
図
で
初
め
て
採
用
さ
れ

た
「
ク
リ
ア
ウ
オ
ー
ル
」

峰
馴
れ
た
タ
イ
ル
を
極
力

題
り
轡
え
ず
に
、
各
麺
下
地

処
釦
と
下
塵
、
中
箪
、
上
亜

の
途
布
に
よ
り
、
タ
イ
ル
目

地
を
保
題
す
る
」
と
で
雨
水

の
擬
人
を
防
止
し
、
エ
フ
ロ

レ
ッ
セ
ン
ス
（
白
麺
現
建

の
飾
出
、
タ
イ
ル
の
は
く
藩

窪
予
防
す
る
三
程
は
図
を

壷
蜘
で

さ
ら
に
、
ク
リ
ア
な
材
料

で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
た

壇
施
エ
前
と
比
較
し
て
も

タ
イ
ル
悪
り
特
有
の
風
合

い
、
意
匠
性
は
損
な
わ
な

い
。
庫
鐘
エ
輻
が
少
な
く
、

経
済
的
な
エ
法
で
あ
る
ほ

か
、
エ
頭
は
、
「
全
国
ア
ロ

ン
コ
ー
ト
・
ア
ロ
ン
ウ
オ
ー

ル
防
水
エ
車
鍾
協
同
担
倉

折
箒
４
へ
ヨ
Ⅱ
１
一
一
邑
牛
＆
牛
二

前
月
比
九
人
の
減

８
月
厚
瓢
箪
人
口

麺
劉
需
売
寧
是
８
月

１
日
型
祭
羅
肝
人
口
は
、，鰯

イ
ル
は
く
落
の
予

防
・
保
全
の
観
点

鱗｜
獺蓬

か
ら
殴
叶
さ
れ
て
お
り
、
殴

計
価
格
は
１
平
方
Ｍ
あ
た
り

６
０
０
０
円
下
地
処
理
は

別
迩
。
従
来
の
タ
イ
ル
は

く
落
防
止
エ
法
と
比
べ
飛

麺
的
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図

ら
れ
一
句

エ
事
の
対
錬
と
な
っ
た
Ａ

Ｐ
Ａ
ガ
ー
デ
ン
コ
ー
ト
新
潟

駅
前
（
Ｒ
Ｃ
造
１
３
随
建

て
９
４
世
帝
収
皀
は
、

７
月
に
お
け
諺
人
口
励
魍

に
よ
る
と
、
出
生
１
５
４
０

人
、
死
亡
１
８
１
１
人
で
、

蓬
引
き
２
７
１
人
の
自
然

減
。
転
入
５
１
１
１
人
、
転

出
４
９
１
１
人
ご
淫
引
芭

完
成
か
ら
約
１
０
年
が
経

過
今
回
は
外
壁
改
修
扇

エ
総
面
種
１
７
０
０
平
方

ど
に
併
せ
外
唾
吹
付
而

の
改
修
や
バ
ル
コ
ニ
ー
の
防

水
改
修
な
ど
も
秘
し
《
、
今

年
４
月
に
菅
エ
し
、
エ
噸
３

カ
月
半
で
７
月
末
に
一
翠
蝿

住
民
か
ら
は
、
「
施
エ
、
と

比
べ
違
和
感
が
な
く
、
と
て

も
窪
れ
い
に
な
屋
仁
と
畔蜜省

２
０
０
人
の
祉
介
期
と
な
っ

て
い
ろ
。

ま
た
、
世
辨
敵
は
８
４
万

７
２
０
９
枇
怖
で
、
同
５
９

２
世
帯
の
噸
、
同
５
２
７
４

世
輔
の
姻
加
と
趣
っ
穂

判
も
上
々
だ
と
い
］
ヱ

ア
パ
コ
ミ
ュ
ニ
｜
テ
イ
で
は

今
後
、
全
鬮
に
御
す
毛
同
社

マ
ン
シ
ョ
ン
の
外
唾
改
修
エ

車
に
も
掴
揮
的
な
拠
案
崔
電

え
て
い
ろ
◎

問
い
合
わ
せ
は
、
ア
パ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
金
沢
（
０
７
６

－
２
６
０
－
８
１
１
０
）
の

ほ
か
、
新
潤
地
区
が
茂
凪
築

く
０
２
５
１
２
２
８
－
０
３

５
１
『
そ
の
他
の
地
区
が

東
亜
合
成
Ｔ
ｌ
２
０
ｌ
５

５
７
－
９
４
７
）
。

細
則
扣
湘
刈
州
川
Ⅷ
州

京
セ
ラ
グ
ル
ー
プ
は
忌
翻

屋
の
外
壁
に
朝
困
や
ゴ
ー
ヤ

な
ど
毒
初
戦
す
る
角
グ
リ
ー

ン
カ
ー
扉
ど
を
圏
内
の
工

坦
・
璽
襲
研
合
川
ｒ
２
掴
軍

に
鯉
直
し
て
い
る
。
光
合
成

で
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
す
る
と
よ

む
に
、
亘
に
忠
か
ら
入
り
圦

竝
強
い
日
垂
し
を
遮
り
、
画

畑
匝
荷
の
軽
醒
に
も
役
立
つ

と
い
】
兎

こ
の
活
動
は
２
０
０
７
錘

已
剤
土
足
肝
岡
野
正
巳
い
］
【

緑
②
分全
国
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